
                       

 

平成 28年 4月 28日 

海事局海洋・環境政策課 

 

内航海運の省エネ化格付け制度（省エネ効果の見える化）について活発な議論 

 ～第 3回内航海運の省エネルギー化の促進に関する検討会審議概要～ 

  

国土交通省海事局は、内航海運の省エネルギー化の促進に関する検討会を設置し、2030

年度の CO2 排出削減目標の達成に向けて、省エネ推進にかかる取組等について検討を行っ

ています。 

4月 27日（水）に第 3回会合を開催し、省エネ技術の導入や配船・運航の最適化など内

航海運における各種省エネ効果を見える化する格付け制度の創設に向けて、活発な議論を

行いました。 

 第 4回検討会は、5月末を目途に開催し、検討会としての報告書案を審議する予定です。 

 

■第 3回内航海運の省エネルギー化の促進に関する検討会 

１．日時：平成 28年 4月 27日（水）14:00～15:30 

２．委員：別紙のとおり 

３．審議概要 

前回までの議論において、荷主・運航者等から内航海運の省エネ施策を積極的に推

進するためには、施策の効果を客観的に見える化する格付け制度を創設して、投資を

促す環境を整備する必要性が指摘されていました。 

このため、今回検討会では、格付け制度の創設に向けて、①省エネ技術の実証や配

船・運航の最適化などの省エネ施策の特徴の整理、②船舶の設計段階で格付けを行う

方策例、③2000 年頃の内航船の船種ごとの省エネ性能の把握などについて、活発な議

論を行いました。 

 第 4 回検討会は、5 月末を目途に開催し、検討会としての報告書案を審議する予定

です。 

 

■会議資料等 

  http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji07_hh_000049.html 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 海事局  海洋・環境政策課 河合、田中 

（代 表）03-5253-8111（内線）43-902、43-914 

（直 通）03-5253-8636（ＦＡＸ）03-5253-1644 

 

http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji07_hh_000049.html

